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海の森づくり第２回こんぶサミット in 壱岐・東京～環境と食育～

海の森づくり推進協会が主催し、東京海洋大学と壱岐東部漁業協同組合が共催した「海

の森づくり第２回こんぶサミト」が、平成１９年４月２７日（金）午前 9 時から、東京海

洋大学品川キャンパスで行われた。

当日の模様について主に写真を利用して簡単に紹介する。なお使用した写真は今回のサ

ミットを支援して頂いた、NPO 帰宅支援ネットワークの斉藤 晃顕理事長から提供された

ものである。

東京海洋大学正門（上）と会場の楽水会館（下）

楽水会館の看板は、鈴木 善幸元首相の揮毫による。
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岡本東京海洋大学副学長のご挨拶（左）と松田代表による基調講演（右）

パネルディスカションで講演する能登谷東京

海洋大学教授

今回のこんぶサミトでは「こんぶによる食育」

がテーマとして取り上げられた。料理家の阿部 弧柳先生（↑：全国日本調理技能士会連合会師範

会最高顧問）から、「日本料理の真髄」と題する興味深いお話があった。
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展示コーナーでは九州・壱岐産と大村産、四国・宇和島産、富山・新湊産とそれに特別に

中国・大連産のこんぶが展示された。

壱岐東部漁業協同組合からは、生こんぶが送られて来て大学のキャンパスに生えている

樹木の間にロープを張り渡してそこに吊り下げて展示した。文字通り「こんぶの森」が東

京品川区に出現した。
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午後からはまたこんぶ料理コンテストと試食会が開かれ、多くの参加者がこんぶ創作

料理に舌鼓を打った。

お料理コンテストで入賞したこんぶ創作料理。

昆布だし梅入り古代米おにぎり 昆布こんにゃく

考案者：坪井 典子氏 考案者：小川 清一氏

なお当日は「なだ万」、「築地本願寺紫水」から、十数点のこんぶ創作料理が提供され

こんぶサミット参加者は、国内超一流日本料理店の創作こんぶ料理の味を楽しんだ。

この料理の詳細については、次の機会に本ホームページで紹介する。


